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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、「道化」研究者 David Wiles がその著書 Shakespeare’s Clown— Actor and 
Text in the Elizabethan Playhouse で明らかにした Robert Armin(1568?-1615)という一
人の道化役者に焦点を当て、Shakespeare のテクストと当時の上演の実体を考察するとい
う興味深い論考である。Robert Armin という道化役者の活躍は、これに関する資料も少
なく従来専門家の間でもあまり解明されてこなかった問題である。  
 各章の構成は次のようになっているが、この並べ方は Armin が Shakespeare の劇団に
入団した 1599 年以降の作品の上演順になっている。  
 
 序論  
第1章 Touchstone に見る道化の結婚――As You Like It 論 
第2章 演劇的デバイスとしての Clown――Feste 
第3章 Thersites の視点から考える――Troilus and Cressida 
第4章 Grave-digger と Porter――Hamlet と Macbeth に見る悲劇における道化の存在  
第5章 “Nothing Will Come of Nothing”――Shakespeare の一つの演劇的 Formula 
第6章 Cymbeline における Cloten 斬首場面の意味と劇的効果  
第7章 Entertainer としての Autolycus――The Winter ’s Tale 論 
第8章 道化の変容として見る Caliban――Tempest における光と闇を考察しながら  
結論 
 
 スミザース理恵氏は序論において三人の道化役者を時系列的に紹介する。すなわち中世
道徳劇の Vice 役などで知られた Richard Tarlton(1588 没)と、即興の笑いを取るのに長け
ていた William Kemp(1603 頃没)、そして Robert Armin である。Armin は 1599 年に宮
内大臣一座（のちに 1603 年、James I の即位に伴い「国王一座」）に入った道化役者だっ
たが、その特長は Tarlton や Kemp のように即席のギャグを飛ばして観客の笑いを取る
というよりは、決められた台詞に忠実に作者の作品世界の芸術性を重視する新しいタイプ
の役者であったという。スミザース理恵氏の考える Armin の立ち位置は、ちょうどハムレ
ットが旅回りの一座の役者たちに付けた注文、「道化役には決められた台詞以外は喋らせ
るな――なかには頭の足りない客を笑わそうと、先に笑い出すのがいる。そのあいだ肝心
の芝居の筋はそっちのけだ」（Hamlet III. ii）という台詞が示す道化像に象徴されている。
しかもこの Armin は、自ら宮廷道化師の研究家であったとされている。従って宮内大臣一
座の座付作者であった Shakespeare と、単なる役者以上の知的人間であり（しかもその身
体は矮小性を宿命づけられた）Robert Armin との間には芸術創造の上での刺激的な緊張
関係が存在したのではないかとスミザース理恵氏は想像する。この視点は本論文を貫くモ
ティーフである。それ故「1599 年以降の Shakespeare 演劇史において道化が作品ごとに
進化を遂げている」点に着目するのである。  
 第 1 章の Touchstone は、「結婚する道化」として他の登場人物たちと同じく一般市民の
立場に立って、人物たちの行動や世間の常識を風刺する道化である。  
 第 2 章の Feste は、「最初から最後まで一貫して劇の筋書きを予め知っているかのよう
に、恋に狂った登場人物たちや酒に溺れた無秩序な household を行き来し、劇に秩序と大
団円をもたらす」役割を持つ。  
 第 3 章の Thersites は、トロイ戦争下の Ajax、Agamemnon、Ulysses などの英雄たち
が政治的かつ性的欲望のままに争う様を見せる問題劇 Troilus and Cressida の中で自ら
ギリシャ側の立場を離れ、大義なき戦争を外側から眺める、「野卑なユーモアで悪態をつ
く」道化であり、絵画でいえばヒエロニムス・ボッスの「地上の悦楽の図」の中の「官能
の生活」を彷彿とさせるものだという。  
 第 4 章の Grave-digger (Hamlet )と Porter (Macbeth ) を論じた章は、悲劇の緊張を緩
和させる道化の「コミック・リリーフ」の役割の意味を問う。Hamlet の墓堀（道化）の
場は、ハムレットの逃れられない死の運命への「哲学的覚醒」を促す前兆となるという。
Macbeth の Porter も「血塗られた世界の幕開け」を告げる「地獄の門番」としての役割
をもつ。墓堀人も門番もハムレットやマクベスが生きた世界を「等身大で舞台に描き出す
ための遠景」として作品に奥行を出しているという。  
 第 5 章のリア王の道化（Fool）論では、道化の役と Cordelia の役が一人二役で演じられ
たという可能性を指摘する。リア王の道化は典型的な宮廷道化であり、「超法規的存在」と
して王の悲しみや怒りの感情をすべて「無化」させて退場する。Cordelia は最後に「逆ピ
エタ」の姿を取ってリア王に「無」を超えるものの存在を認識させる。Robert Armin が
両者を演じていたとすれば、「道化は道化以外の人間（non-fools）を別次元から眺めるこ
とで人間の普遍的な愚かさを風刺する」という道化の存在意義が、Cordelia の姿と重なる
ことによってリア王の悲劇は重層的に深まったということを主張する。  
 第 6 章の Cymbeline の Cloten は、王子の一人に斬首されてその首は川になげすてられ
るが、「欲望のままに復讐を楽しむ非情の獣心」のゆえに観客の同情をかうことはない。
Cloten 役の Armin の台詞は「散文体」のもので、「短いセンテンス、句読点、補足的従属
節の多い」口調によって「歪んだ身体」の「歪んだ人間性」が強調されるものとなってい
たという。この「視覚的怪物」はやがて Tempest の Caliban へと引き継がれたと指摘され
る。 
 第 7 章では Armin が羊飼いの息子という本来の道化役（Clown）を演じるのではなく、
陽気で誰からも憎まれない俗物 Autolycus を演じたことに注目する。Autolycus は、「スリ
や行商人、ミンストレル、追剥」などに姿を変える悪党だが、実は entertainer であり、
「舞台上のロマンスの世界と Globe 座の平土間客の大衆の世界との間」に立ち、彫像が人
間と成り変わって動き出すという終盤のドラマへの転換を可能にする重要な「触媒」であ
るという。  
 第 8 章の Caliban は、「魚のような、怪獣のような奇怪な姿」をもって舞台上に大きな
存在感を示す。Armin は一方では宮廷道化役として登場する Trinculo を演じた可能性も
あるという。しかしスミザース理恵氏は、Caliban の台詞の数が 175 行あるのに対して、
Trinculo のそれが 105 行に留まっており、「流れるようなというよりはつかえるような」
Armin の口 調から考えて、Armin が Caliban の役を演じた可能性がより高いという。
Caliban は、未開の醜い怪物だが、その心中には「美しく ‘noble’ な要素」つまり ‘noble 
savage’ の心象を宿している。そのイメージは人食い人種や新大陸のネイティヴ・アメリ
カン、もしくは黒人奴隷などのそれに重ねられるが、しかし Caliban は、「文明が生み出
す全ての偏見を観客から取り払う」のであり、Shakespeare の道化の「進化」をそこに見
ることが出来るという。  
 結論として、スミザース理恵氏は、「Armin が演じた役柄とその作品における影響を、
時代を追って考察することは、Shakespeare 後期作品における Shakespeare の演劇哲学
の変化、また更には演劇の芸術的発展を知ることへと繋がる」という。そして、「Armin
という一人の役者の当時の舞台上での姿を具体的にイメージすることで、彼がいかに伝統
的コンベンションであった道化役を演劇作品の中に溶け込ませ、作品全体に影響を与えた
のかということを理解することができる。それにより、Shakespeare テクストの読みが広
がり、その理解がさらに深まり、その芸術性の高さを再認識することが出来る」という。 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 スミザース理恵氏の研究は、従来のシェイクスピアの道化論を一歩先へ進めた独創的な
成果である。氏の議論の一番のポイントは、何より Robert Armin という役者の肉体と肉
声が観客にじかに訴えかけるイメージを考察の中心に置いたことであろう。このことによ
ってシェイクスピアのテクストを読むということが、劇場空間の中で実感的に演劇を見る
ことと同じレベルにおいてでなければならないという戯曲の享受の本質を思い知らせてく
れるのである。  
氏の議論のスタイルは、主題に対する十分な理解と先行研究の検討、それに加うるにテ
クストの精緻な読みによって説得的なものとなっていて無理がない。西洋絵画論を持ち込
んだところは全体の趣旨から言ってそれほど成功しているとは思われないが、当時の政治
的背景の問題はよく纏められている。また人名を含む言葉の意味の広がりについても説得
的な議論を展開している。  
Robert Armin という才人を前面に出してきたことが新しい問題意識を刺激する一面も
ある。シェイクスピアとこの才人が同じ劇団にいたということが、いかなる効果を生んだ
か、Armin はシェイクスピアにとってどのようなインスピレイションの源であったかとい
う問題である。スミザース理恵氏の議論は半ばこの問いに対する答えになってはいるが、
なお議論の余地は多く残っていよう。  
しかしそもそも資料自体が乏しいこの道化役者について能う限りの考察を加え、シェイ
クスピア劇における道化の存在の意義を多彩に展開したスミザース理恵氏の研究は、斯界
の研究者の注目を引かずにはおかない業績である。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。  
